




要約:極低出生体重児は,児自体が持つ身体的ハイリスク因子に加えて,児を取り巻く環境

要因にも多くのハイリスク因子が含まれると考えられる.この環境要因を整えることが児

の健全な発育を促すのに重要な課題と考えられる.そこで環境要因としてのハイリスク因

子のひとつになると考えられる母親の受容を中心に心理的背景を検討した.入院中からの

母親への支援は重要で,母親の準備性を高めるためには,児の生活反応を伝え捉えさせるこ

とが大切で, さらに母親としての役割を示し働きかけの機会を持つことが重要と考えられ

た. しかし退院後も母親の育児不安は強く,育児経験者との相談なども望んでおり育児仲

間のグループを作ることを主眼とした育児支援(早期介入)プログラムを作成した.


